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【表決が分かれた議案名】
議案第57号　令和６年度東広島市一般会計補正予算（第１号）

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対
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議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案の内訳
●予算案…１件　●承認案…３件

（●全会一致可決…３件　●賛成多数可決…１件）
議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、右のＱＲコードからご覧いただけます。

※ＰＦＡＳ　　 有機フッ素化合物のうち、ペルフルオロアルキル化合物及びポリフルオロアルキル化合物の総称。その中で
も幅広い用途で使用されてきたPFOS、PFOAについて、難分解性、高蓄積性、長距離移動性という性質があ
るため、確定的な知見はないものの人の健康に影響を及ぼす可能性が指摘されており、現在は製造・輸入等
が禁止されているほか、国が公共用水域や地下水、水道水についてその上限濃度の暫定目標値を定めている。
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